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 切り絵作業, 電卓作業の２つの作業とアンケートを被験者に課した. その内, 電卓作業
とアンケートを解析データとした. 電卓作業では, 被験者に計算のルールを課し, 電卓履
歴を記録することで, 逸脱割合=逸脱回数/問題数 を算出した. 電卓作業の計算問題は, 問
題数が少, 中, 多の３種類, 及び問題数は少で桁数及び項数を変えた問題を４種類, 計７
種類の問題を用意した. また, 与えられた目的以外でパソコンを操作する行為を目的外行
動と定義し, 評価指標とした. アンケートでは, ４件法を用いて評価した順に１点から４
点を与えて, 過信及び効率化の追求の２つの心理的要因を点数付けした. 
 ①を, 作業量が少ない場合に逸脱割合が有意に低下する一方で, 目的外行動が若干増加
する傾向があった. 故に, 作業量が少ない場合に意図的なルール逸脱は増えない. ただし, 
目的外行動が増えるため, 事故のリスクは上がる可能性がある, と結論付けた. 
 ②を, 作業量が少ない場合には, 複雑な作業を与えることで意図的なルール逸脱を減らす
ことができる. また複雑性の低い作業を与えると, 逸脱量及び目的外行動が大幅に増加す
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た茨城県東海村の JCO 臨界事故の発生過程を Swiss cheese model を用いて示
している(図 2-2). 











 さらに,福知山脱線事故では,運転士が制限速度 70 km/h で運転するべきにも















































































































































































































図 2-6 効率化の追求が逸脱割合・逸脱数に与えるモデル 














































作業量少 多 中 高
作業量中 少 少 低
作業量多 中 極めて多い 極めて低い


























点の検証のため,被験者実験を行う.具体的には,以下の 4 点を明らかにする. 
 
(1). 作業量が少・中・多の時, 過信及び効率化の追求の２つの心理の比較 
(2). 作業量が少・中・多の時, 逸脱割合の差異及び逸脱数 
(3). 作業量少かつ複雑性が易・中・難の時, 過信及び効率化の追求の心理比較 
(4). 作業量少かつ複雑性が易・中・難の時, 逸脱割合の差異及び逸脱数 
 
 作業量が少ない場合に意図的なルール逸脱が増えるか否かを(1)及び(2)を検
証することで明らかにする.実験の結果・考察を 4 章で述べる. 
 作業量が少ない場合に複雑な作業を課すことで意図的なルール逸脱を減ら
すことができるか否かを(3)及び(4)を検証することで明らかにする.結果・考察



























































図 3-8: 作業量・作業複雑性が 
逸脱割合に与える影響【仮説】 









 実験環境下で被験者に逸脱を引き起こすために 3 点の工夫をする(表 3-1). 
1 点目は,被験者に実験の主目的を誤って認識させる. 



























 図 3-1 は実験の被験者の分類及び実施作業を示している.実験では切り絵と





















 被験者は全部で 30 名とした.作業量実験で 18 名,作業複雑性実験で 12 名で
ある.作業量の少と中と多,作業複雑性の易と難の 5 種類のデータを収集し,それ



















































































































×１ ・      ×２ 
×２ ・      ×１ 
×２ ・      ×１ 
図 3-2 :切り絵作業の指示書の一例 
















た問題の中で 7 割の正答率で判断しており,7 割の正答率がないと切り絵から




















































 アンケートの役割は,作業量と作業複雑性が過信及び効率性の追求の 2 つの
心理的要因に与える影響を検討するためのデータ取得である. 
 図 3-6 と図 3-7 は,アンケート内容を示している.アンケートは,4 件法のチェ
ックボックスを採用した.質問 2 の電卓作業で間違えることはあるか,の設問で
過信の心理を,質問 3 の電卓作業を非効率に思うか,の設問で効率化の追求の心
理を尋ねた.過信と効率化の追求の 2 つの心理は,評価した順に 1 点から 4 点ま
でを与えて,それぞれを過信及び効率化の追求の心理とみなし,点数付けした. 






1. 68＋22－15   
2. 14＋55－60   
3. 26＋85－76   
4. 15＋15－30   
5. 15＋15－30＋50  
6. 87＋45－14   
7. 43＋41－83  
8. 89＋82－53  




















































































































作業量  :2016 年 11/3(木) ～ 11/16(水) 
作業複雑度:2016 年 11/17(木) ～ 11/29(火) 
 被験者 
報酬が支払われた外部からの参加者 
作業量  : 男性 14 名,女性 4 名,計 18 名(10 代:3 名 20 代:15 名) 
作業複雑度: 男性 10 名,女性 2 名,計 12 名(10 代:1 名 20 代:11 名) 
 場所 
国立大学法人電気通信大学 
































 本節では,作業量少・中・多と作業複雑度少・易と少・難の合計 5 種類の作業
設定を述べる. 
 作業量少は 9 問,中は 21 問,多は 36 問,に設定した.JIS8114-5310 によると,
作業量=作業密度×作業時間と定義されており,本実験もこの定義を参考にし,
作業量を決めた.作業密度は筆者が解いた 1 分間の 3 問を平均的な作業密度と
した.また,作業時間は作業量少を 3 分,中を 7 分,多を 12 分とした. 
































少・易 9 1桁 （+）のみ
少・難 9 3桁 (+,-,*,/)の混合
作業複雑度
2桁作業量 （+,-）の混合










 逸脱割合 =逸脱回数 全問題数⁄  と定義する. 
 例えば問題数 21 問の作業量中で,パソコンを用いないで計算した回数
が 4 回,1 問に対して 2 回ずつ計算しない回数が 10 回の場合,逸脱割合
は,4+10 / 21 = 2 / 3 となる. 
 
(2). 過信 
 アンケートの質問 2 を 4 件法で点数化することで評価する.電卓の計
算を間違えることは,ほとんどないと思う,を 4 点,あまりないと思う,を 3
点,時々あると思う,を 2 点,結構あると思う,を 1 点とし,点数付けした. 
 
(3). 効率化の追求 
 アンケートの質問 3 を 4 件法で点数化することで評価する.電卓の作









 本章では,作業量が人の過信・効率化の追求の 2 つの心理的要因に影響を与
え,意図的なルール逸脱割合に及ぼす影響について分析する. 
 はじめに,4.1 節で実験の逸脱発生状況と作業量の設定を検討した後,4.2 節か



































































 図 4-2 は,作業量毎の逸脱割合の平均値を示している.図 4-2 から,作業量少の
逸脱割合が最も低く,作業量が増えるにつれて高くなり,作業量中と作業量多は
少 中 多
少ない 8 3 0 11
やや少ない 4 6 1 11
やや多い 0 3 7 10
多い 0 0 4 4


































































 図 4-3 は,作業量毎の逸脱する人,しない人の人数を積み上げ式棒グラフで示


































































































































































図 4-5 作業量毎の目的外行動数 






 4.2 節及び 4.3 節は作業量が行動面に及ぼす影響を分析したが,本節では作業
量が心理面に及ぼす影響を分析する.心理面として,過信と効率化の追求の 2 つ
に着目する.過信と効率化の追求の心理を評価するために,4 件法を用いたアン
ケートに 1 点から 4 点を与えて,それぞれに点数付けした. 
 
【過信に与える影響】 

















































































































































































































































































 作業量実験(図 4-1)では,逸脱ありが 31 名,逸脱なしが 5 名であった.一方で作

















































































































































































































































































表 5-1: 作業複雑度毎の目的外行動の内訳 





























































































































































脱数と目的外行動の 2 つ合わせて事故リスクを考察する. 



















































 図 5-9 は簡単な作業（少・易）の個人毎の逸脱割合を降順に並び替えて折れ
線グラフで示している.作業量少の個人毎の逸脱割合を図 5-10,難しい作業(少・
難)の個人毎の逸脱割合を図 5-11 に示している. 
 図 5-10 の作業量少・中の個人毎の逸脱割合から,逸脱割合が直線に近い形で
減少していること,が読み取れる.一方で,図 5-9 の作業が簡単及び図 5-11 作業
が複雑の個人毎の逸脱割合から,逸脱割合が 2 つに分かれていること,が読み取
れる.具体的には,図 5-9 では 9 と 10 の間,図 5-11 では 5 と 6 の間で 2 つに分か
れている.そして,作業が複雑になると逸脱ありが減り,作業が簡単になると逸脱
ありが増える傾向,があった. 
 次に,作業複雑性がなぜ逸脱傾向が 2 つに分かれるかを考察する. 
























































































図 5-9 作業複雑度が簡単(少・易)の個人毎の逸脱割合 
図 5-10 作業複雑度が中程度(少・中)の個人毎の逸脱割合 






割合に影響を及ぼすかを考察する.図 5-12 は,図 5-9,5-10,5-11 を統合し,被験者
全体を常習逸脱者,逸脱・非逸脱混在者,非逸脱者,の 3 つに分類している.このグ
ラフを用いて検討する. 
































































































































2016 年 12 月 26 日(月) ～ 12 月 28 日(水) 
 被験者 
報酬が支払われた外部からの参加者 
男性 5 名,女性 0 名,計 5 名(20 代 5 名) 
 場所 
国立大学法人電気通信大学 




区分 問題数 桁数 項数 演算子
少・桁数複雑 9 5 3 (+,-,*,/)の混合
少・関連複雑 9 3 5 (+,-,*,/)の混合
５章 少・難 9 3 3 (+,-,*,/)の混合
追加実験







































































































































































図 5-16 非意図的な逸脱を図 5-15 にマークした図 










 表 5-4 は,作業量及び作業複雑性の実験に参加した被験者 30 名を対象に,デ
ータとアンケートの逸脱と非逸脱数を集計してクロス集計表にまとめたもの
















 図 5-17は,虚偽申告 12データ(同一人物を含む)を対象に逸脱割合を降順に並





























































































































































































[1] James Reason(1999)『組織事故』塩見弘監訳, 高野研一 佐相邦英訳,日科技連. 
 
[2] 製品評価技術基盤機構 「身守りハンドブック 2013」 
< http://www.nite.go.jp/data/000004320.pdf> 2017 年 1 月閲覧. 
 
[3] 日本経済新聞「特急運転中にスマホ操作」2016 年 4 月 26 日付. 
 
[4] Saint Maurice,G., Auroy,Y., Vincent, C. and Amalberti,R.(2010) The natural 
lifespan of a safety policy: Violations and system migration in anaesthesia. Quality 








人特性の関連 社会技術研究論文集 Vol.1, pp.248-257. 
 
[8]宮本聡介,上瀬由美子,鎌田晶子,岡本浩一. 組織制度・職場コミュニケーションが違反
意識・違反経験に及ぼす影響 社会技術研究論文集 Vol.1,pp.228-238. 
 
[9] 安達 悠子,臼井 伸之介, 篠原 一光, 松本 友一郎, 青木 喜子. 看護業務における
違反事例の収集とその心理的生起要因に関する検討 . 労働科学 83 巻 , 1 号 
(7)~(23),2007. 
 
[10] 和田一成, 臼井伸之介, 篠原一光, 神田幸治, 中村隆宏, 村上幸史, 太刀掛 俊之, 
山田 尚子. 違反行動の生起における課題遂行コストとリスク認知の影響 労働科学 88





よる自律的マネジメントのあり方」,日本品質管理学会誌, Vol.46,No.1, p.37, 2016. 
